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マストアイテムはノート。
普段の仕事から外部研修、
自分で気づいたことなど

全部一つのノートに
まとめています。

なぜこれが必要なのか等、社会の仕組みを考えながら取り組むことがなぜこれが必要なのか等、社会の仕組みを考えながら取り組むことが
できるので、新しい仕事に触れるたび多くの気づきが得られます。できるので、新しい仕事に触れるたび多くの気づきが得られます。

アナログですがやる気が大事だと思っています。

こんな関市にしたい！という気持ちを持って	

一緒に仕事ができたらいいなと思います。

多様性を意識したまちづくりをしていき

たいです。

関市を選んだ理由は？

もともと関の生まれなので、

地元をより住みやすい街にし

たいと思ったからです。

職場の雰囲気は？

私は去年の10月に異動したば

かりなのですが、わからないこ

とは丁寧に教えてもらえます。

また、お互いにいろいろな意見

を言い合える環境です。

新人時代の思い出は？

初めての配属は税務課だったの

で、係内でチームのように仕事

をすることが多く、残業前には

先輩方とみんなでご飯を食べに

行ったりしていました。業務は

なかなかハードな時期もありま

したが、そういうチーム感は楽

しかったです。

現在の業務内容は？

重度障がい者・ひとり親・子

どもの医療費を助成する制度

を管理しています。

未来の後輩へメッセージ“関市×私”の未来予想は？

  8：20  登庁

  8：30  始業
	 	 福祉医療認定作業

12：00  昼食

13：00 	関係機関との調整
	 	 医療費の
	 	 払い戻し作業

17：15  終業

1日のスケジュール

共感力。

“事務職として求められる力”を
ひとつ挙げるなら？


